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「
人
事
部
」
は
ど
の
よ

う
に
し
て
生
ま
れ
た
の

か
。
「
人
事
」
の
何
が
課

題
で
、
今
後
ど
う
す
べ
き

な
の
か
。
本
連
載
の
も
と

と
な
る
、
日
本
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
協
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｈ

Ｒ
Ｍ
）
に
お
け
る
「
人
事

の
役
割
」
に
関
す
る
リ
サ

ー
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
２

０
１
３
年
度
～
）は
、人
事

の
実
務
家
を
は
じ
め
、
人

事
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た

メ
ン
バ
ー
の
フ
リ
ー
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
。
そ
の
場
で
投

げ
か
け
ら
れ
た
根
源
的
な

問
い
か
け
は
、
「人
事
部
」

が
「
過
渡
期
」
に
あ
る
こ

と
を
映
し
出
し
て
い
た
。

　
日
本
の
「
人
事
部
」は
、

明
治
大
学
の
山
下
充
氏
に

よ
る
と
、
集
中
的
・
組
織

的
な
労
務
管
理
の
必
要
性

か
ら
明
治
末
～
大
正
期
に

か
け
て
生
ま
れ
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
企
業
内
労

使
関
係
の
構
築
を
通
じ
て

社
内
的
地
位
を
確
立
し

た
。
ま
た
、
山
下
氏
は
、

労
使
関
係
が
安
定
し
て
か

ら
も
、
人
的
資
源
の
能
力

開
発
や
経
営
計
画
へ
の
人

事
面
か
ら
の
参
与
を
通
じ

て
、
「
人
事
部
」
は
そ
の

勢
力
を
維
持
し
て
き
た
と

も
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
「
人

的
資
源
の
能
力
開
発
」
や

「
経
営
計
画
へ
の
人
事
面

か
ら
の
参
与
」
と
い
う
面

で
も
、
昨
今
「
人
事
部
」

に
向
け
ら
れ
る
視
線
は
厳

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

「
人
事
部
」
に
対
す
る
主

な
批
判
と
し
て
は
、
経
営

ニ
ー
ズ
へ
の
感
度
の
低

さ
、
説
明
能
力
の
低
さ
、

前
例
主
義
等
が
あ
げ
ら
れ

る
。

　
ま
た
、
「
人
事
部
」
の

役
割
を
考
え
る
う
え
で

は
、
「
人
事
管
理
」
の
あ

り
方
も
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
（
注
１
）
。
ど
の
よ

う
な
人
事
管
理
を
行
う
か

に
よ
っ
て
、
人
事
部
の
あ

り
方
も
変
わ
っ
て
く
る
か

ら
で
あ
る
。
周
知
の
と
お

り
、
終
身
雇
用
、
年
功
序

列
、
企
業
内
労
働
組
合
に

代
表
さ
れ
る
日
本
型
人
事

管
理
は
、
戦
後
の
高
度
経

済
成
長
期
に
お
い
て
、
特

に
大
企
業
の
男
性
正
社
員

を
中
心
と
し
て
拡
大
・
定

着
し
た
と
い
わ
れ
る
。
長

い
経
済
低
迷
の
な
か
で
修

正
を
迫
ら
れ
て
き
た
も
の

の
、
い
ま
だ
十
分
な
変
革

に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
過

去
に
は
日
本
型
人
事
の
強

み
と
さ
れ
て
い
た
人
材
育

成
の
面
で
も
不
具
合
が
生

じ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏

ま
え
、
本
リ
サ
ー
チ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
「
経
営

・
事
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
へ
の
貢
献
度
」
「
多
様

な
人
材
の
活
用
度
」
と
い

う
、
多
く
の
人
事
が
背
負

う
二
つ
の
経
営
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
大
小
に
応

じ
て
人
事
管
理
や
人
事
部

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
戦

略
的
人
的
資
源
管
理
モ
デ

ル
（
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａｔｉ
ｏ
ｎ
と
Ｄ

ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓｉｔ
ｙ
の
頭
２
文
字

を
と
っ
て
「
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ
モ
デ

ル
」
と
呼
ぶ
）
を
構
築
し

た
。ま

た
、
組
織
の
目
標
達

成
に
向
け
て
多
様
な
人
材

を
統
合
す
る
た
め
に
は

「
経
営
理
念
・
組
織
文
化

（
Ｖ
ｉｓｉ
ｏ
ｎ
）
」
「
業
務

プ
ロ
セ
ス
・
ル
ー
ル
（
Ｂ

ｅ
ｈ
ａ
ｖ
ｉ
ｏ
ｒ
）
」

「
成

果

・
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス

（
Ｐ
ｅ
ｒｆ
ｏ

ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
）
」
の
３
要

素
が
重
要
と
考
え
、
前
述

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
大
小
に

応
じ
て
、
企
業
が
ど
の
よ

う
な
統
合
方
法
（
３
要
素

の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
Ｖ

Ｂ
Ｐ
ス
タ
イ
ル
」と
呼
ぶ
）

を
と
る
か
に
つ
い
て
も
仮

説
を
設
定
し
た
。

こ
れ
ら
を
検
証
す
る
た

め
に
、
企
業
の
人
事
担
当

者
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
、
２
０
１
４

年
�
月
～
�
月
に
か
け
て

産
労
総
合
研
究
所
と
共
同

で
実
施
し
、
１
９
３
社
の

企
業
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
本
連
載
は
、
こ
れ
ら
一

連
の
研
究
成
果
を
も
と
に

各
メ
ン
バ
ー
が
リ
レ
ー
方

式
で
執
筆
す
る
。

ま
ず
、
日
本
型
人
事
の

特
徴
や
限
界
に
つ
い
て
述

べ
た
う
え
で
、
「
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ

モ
デ
ル
」
や
「
Ｖ
Ｂ
Ｐ
ス

タ
イ
ル
」
を
切
り
口
と
し

て
日
本
型
人
事
の
現
状
を

俯
瞰
し
、
人
事
の
変
革
に

向
け
た
示
唆
を
整
理
す

る
。
次
に
、
Ｊ
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ

が
属
す
る
ア
ジ
ア
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
連
盟
（Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｈ
Ｒ
Ｍ
）

の
ボ
ー
ド
メ
ン
バ
ー
を
招

い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
明

ら
か
に
な
っ
た
ア
ジ
ア
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
の
人
事
の
課

題
や
、
Ｉ
ｎ
―Ｄ
ｉ
モ
デ
ル
に

関
す
る
議
論
の
内
容
を
紹

介
す
る
。連
載
の
最
後
に
、

過
渡
期
に
あ
る
日
本
の
人

事
が
進
む
べ
き
方
向
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。

（
Ｊ
Ｓ
Ｈ
Ｒ
Ｍ
「
人
事
の

役
割
」
リ
サ
ー
チ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
）

◇

（
注
１
）　
本
連
載
で
は
、

「
人
事
」
を
「
人
事
部
」

と
「
人
事
管
理
」
の
双
方

の
意
味
で
使
用
し
、
区
分

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に

は
「
人
事
部
」
、
あ
る
い

は
「
人
事
管
理
」
と
い
う

言
葉
を
用
い
る
。


